
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　
　

第
１
回
研
究
大
会
（
札
幌
）
か
ら

会
長

　

国
立
西
多
賀
病
院
長

　

木
村

　

格

　

（
い
た
る
）

　

秋
晴
れ
の
よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
た

1
0
月
Ｈ
、
1
2
日
の
両
日
、
札
幌
市
北

海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
と
札
幌
医
科
大

学
記
念
ホ
ー
ル
を
会
場
に
し
て
全
国

難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
第
１
回
研

究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
究
大
会
に
は
北
海
道
各
地
か
ら
九

州
、
沖
縄
ま
で
文
字
ど
お
り
日
本
全

国
か
ら
約
２
０
０
名
の
会
員
と
研
究

会
に
関
心
の
あ
る
方
々
が
集
ま
り
、

こ
れ
か
ら
３
年
間
に
全
国
の
都
道
府

県
に
開
設
さ
れ
る
『
難
病
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
』
の
あ
り
か
た
や
企

画
・
運
営
に
つ
い
て
、
現
状
で
の
課

題
を
踏
ま
え
な
が
ら
具
体
的
な
提
言

や
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

つ
ひ
と
つ
の
発
表
に
対
し
て
フ
ロ

ア
ー
か
ら
は
研
究
者
、
患
者
や
家

族
、
支
援
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
熱

心
な
質
問
と
討
議
が
交
わ
さ
れ
、
会

場
は
い
つ
も
高
揚
し
た
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
副
会
長
の
東
北
大
学

医
学
部
神
経
内
科
教
授
糸
山
泰
人
氏

に
よ
る
特
別
講
演
『
神
経
難
病
に
い

か
に
取
り
組
む
か
』
が
と
て
も
好
評

で
し
た
。
糸
山
氏
は
１
人
の
神
経
内

科
医
師
と
し
て
、
「
数
年
で
手
足
の

運
動
も
言
葉
や
食
べ
物
の
飲
み
込
み

も
で
き
な
く
な
り
、
呼
吸
さ
え
も
人

工
的
な
呼
吸
器
の
力
を
借
り
な
け
れ

ば
生
き
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
難
病
患
者
を

前
に
し
て
、
自
分
は
何
か
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
来
ま
し

た
」
と
講
演
を
始
め
ま
し
た
。

　

先
ず
病
気
の
原
因
を
究
明
す
る
研

究
に
取
り
組
み
、
家
族
性
筋
萎
縮
性

側
策
硬
化
症
を
ひ
と
つ
の
例
に
し

て
、
病
気
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
の

異
常
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
異
常
な

遺
伝
子
を
動
物
に
写
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
患
者
と
同
じ
よ
う
な
症
状
を
も

つ
動
物
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
そ
の
動
物
モ
デ
ル
を
使
用
し

て
、
難
病
患
者
の
有
効
な
治
療
薬
の

開
発
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
い

将
来
に
は
必
ず
難
病
が
克
服
さ
れ
る

日
が
来
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
難
病
に
対
す
る
新
た
な
治
療

法
の
開
発
と
一
緒
に
、
現
に
難
病
を

持
っ
て
生
活
し
て
い
る
現
実
の
患
者

と
家
族
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
専
門
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
る
こ
と
の
意
味
や
そ
の
重
要
に
つ

い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
で

も
っ
と
も
積
極
的
な
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
展
開
し
て
い
る
宮
城

県
の
実
状
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
そ

の
中
で
、
特
に
難
病
医
療
専
門
員
と

地
域
保
健
所
の
役
割
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
必
要
性
な
ど
に
具
体
的
な
提
案

を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
難
病

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
や

役
割
に
も
関
連
し
た
重
要
な
提
言
で

あ
り
ま
し
た
（
詳
細
は
関
連
記
事
を

参
照
）
。

　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
事
務

局
長
の
伊
藤
た
て
お
氏
か
ら
先
進
的

に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
北
海
道
難

病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医
療
相
談
事

業
の
現
状
と
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

　　　　

第２回研究大会のお知らせ

　　　

日時:2004年３月27日(土)～28日(日)

　　　

会場：川崎グランドホテル

特別講演：遠藤順子氏

　　　　　

｢心温まる医療一遠藤ボランティアについて｣

研修講演１：沢倫太郎先生(日本医師会常任理事)

研修講演２：牛込三和子先生(群馬大学医学部保健学科)

■発表募集中

　

■ディスカッションの時間を多く用意します。
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た
。
相
談
事
業
の
運
営
形
態
と
し
て

は
行
政
主
導
型
、
病
院
主
導
型
、
機

関
団
体
や
患
者
団
体
主
導
型
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
を

比
較
さ
れ
ま
し
た
。
難
病
患
者
に

と
っ
て
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は

「
最
初
の
入
り
口
で
あ
り
、
最
後
の

砦
と
し
て
」
の
役
割
が
あ
り
、
是
非

と
も
こ
の
相
談
支
援
事
業
は
患
者
団

体
主
導
で
行
う
の
が
望
ま
し
い
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
員
の
資
質
、

相
談
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
処
遇
や
後
継

者
育
成
な
ど
今
後
の
課
題
も
含
ん
だ

利
用
者
中
心
の
事
業
の
あ
り
か
た
を

示
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
医
師
会
の
近
藤
修
司
氏
か

ら
は
、
昭
和
5
6
年
以
来
実
に
2
0
数
年

間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た
県
医

師
会
主
体
の
難
病
相
談
事
業
の
報
告

が
あ
り
、
聴
衆
に
強
い
印
象
を
与
え

ま
し
た
。
難
病
医
療
の
専
門
医
を
中

心
に
し
た
医
師
会
が
難
病
相
談
だ
け

で
は
な
く
、
難
病
の
検
診
、
難
病
患

者
の
訪
問
診
療
、
市
民
に
対
す
る
難

病
の
知
識
の
啓
蒙
等
を
実
践
し
て
き

て
お
り
、
こ
の
難
病
セ
ン
タ
ー
の
成

果
に
は
大
き
な
関
心
が
集
ま
り
ま
し

た
。
愛
知
県
と
名
古
屋
市
両
者
か
ら

の
財
政
的
補
助
を
基
盤
に
し
て
、
医

師
会
が
指
導
す
る
形
態
で
の
相
談
・

支
援
事
業
は
こ
れ
か
ら
全
国
に
展
開

す
る
難
病
セ
ン
タ
ー
設
置
母
体
の
在

り
方
の
１
つ
の
選
択
肢
と
し
て
も
大

い
に
参
考
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
事

務
局
長
米
田
寛
子
氏
か
ら
は
、
「
患

者
の
患
者
に
よ
る
患
者
の
た
め
の
相

談
・
支
援
事
業
、
患
者
の
生
活
の
質

を
高
め
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
県
難
病
団
体
連

絡
協
議
会
を
運
営
母
体
と
す
る
相

談
・
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
と
神
戸
市
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
3
5
0
万

援
が
あ
り
、
年
間

円
の
財
政
的
な
支

5
0
名
に
及
ぶ
多
数

１

の
相
談
事
業
に
係
わ
っ
た
実
績
は
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

開
催
地
北
海
道
か
ら
は
い
く
つ
か

の
素
晴
ら
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
北
祐
会
神
経
内
科
病
院
医
療
福
祉

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
出
井
聡
氏

か
ら
は
、
難
病
患
者
に
対
す
る
相

談
・
支
援
事
業
に
つ
い
て
い
か
に
社

会
的
資
源
を
活
用
す
る
か
、
価
値
あ

る
情
報
を
利
用
で
き
る
優
れ
た
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
等
の
専
門
職
を
育
成
で

き
る
か
等
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
効
果
的

に
支
援
が
で
き
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
ケ
ア
ー
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
、
充
分
稼
動
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
担
当
者
と
し
て
札
幌
市
保
健

福
祉
局
健
康
衛
生
部
の
服
部
幸
子
氏

か
ら
は
、
札
幌
市
に
お
け
る
「
難
病

患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
の
実

態
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
利
用
率
の
比
較
的
低
い
難

病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
い

か
に
効
率
良
く
実
施
し
、
在
宅
患
者

に
活
用
す
る
工
夫
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

の
石
川
和
雄
氏
か
ら
は
職
業
訓
練
校

の
現
状
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
職
業

能
力
開
発
や
訓
練
校
の
設
置
目
的
、

現
状
で
の
課
題
、
そ
の
解
決
に
つ
い

て
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
で
し

た
。
全
国
で
の
職
業
訓
練
校
の
設
置

に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
、
日
頃
あ

ま
り
考
え
る
機
会
の
な
い
就
業
に
関
〔
Ｊ
㈲
同
剛
匹
〕

証
輿
言
回
パ
ザ
竺
回
笑
大
会
墾
ッ

職
や
就
学
促
進
に
大
い
に
参
考
に
な

る
内
容
で
し
た
。

　

な
お
、
本
研
究
会
の
第
２
回
研
究

大
会
は
平
成
1
5
年
３
月
2
7
日
（
土
曜

日
）
と
2
8
日
（
日
曜
日
）
の
２
日
間
、

東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
。
記
念
講

演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い

て
会
員
各
位
か
ら
メ
ー
ル
等
を
利
用

し
て
自
由
な
意
見
を
募
り
、
決
定
す

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
第
３
回
研
究
大
会
は
平
成
1
6
年

度
中
に
兵
庫
県
神
戸
市
に
て
の
開
催

を
依
頼
す
る
こ
と
、
そ
の
後
の
開
催

地
と
し
て
は
愛
知
県
、
宮
城
県
仙
台

市
な
ど
い
く
つ
か
の
候
補
地
が
あ
げ

ら
れ
、
事
務
局
が
交
渉
し
て
行
く
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
研
究
大
会
開
催
候
補
地
、

研
究
大
会
で
の
特
別
講
演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
、
お
聞
き
し
た
い

講
師
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

事
務
局
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
員
皆
様
の
最

大
公
約
数
を
尊
重
し
、
こ
れ
か
ら
も

自
由
で
か
っ
達
な
意
見
の
交
わ
せ
る

研
究
会
と
し
て
続
け
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

日
時

　

2
0
0
3
年
1
0
月
］
Ｈ
日

　

（
土
）
、
1
2
日
（
日
）

会
場

（
Ｈ
日
）
北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー

（
1
2
日
）
札
医
大
学
記
念
ホ
ー
ル

参
加
者
数

　

1
6
4
名

参
加
者
内
訳

　

講
師
・
座
長
1
2
名
、

　

世
話
人
・
運
営
委
員
６
名
、
行
政

　

１
省
９
道
県
1
4
名
、
地
域
難
病
連

　

2
3
団
体
7
2
名
、
全
国
疾
病
団
体
1
5

　

団
体
1
9
名
、
そ
の
他
団
体
・
機
関
・

　

企
業
1
5
団
体
2
3
名
、
事
務
局
1
3

　

名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
名
。

第
一
日
目
内
容

　

世
話
人
会
・
運

　

営
委
員
会
（
約
5
0
名
）
、
北
海
道
セ

　

ン
タ
ー
見
学
会
（
約
9
0
名
）
、
参
加

　

者
交
流
会
（
8
6
名
）

　

交
流
会
発
表
者
【
三
分
間
ス
ピ
ー

　

チ
】
滋
賀
県
難
病
連
、
広
島
県
難

　

病
連
。
乾
癖
の
会
、
富
山
県
パ
ー

　

キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
【
一
分
間
ス

　

ビ
ー
チ
一
静
岡
県
難
病
連
、
日
本

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
、
沖
縄
県
難
病
支
援

　

セ
ン
タ
ー
等

第
二
日
目
内
容

　

研
究
大
会

一
般
演
題
（
発
表
）

座
長

　

国
立
療
養
所
南
病
院
副
院
長

　

島
功
二
（
特
定
疾
患
の
地
域
支
援

　

体
制
に
関
す
る
研
究
班
班
員
・
北

２－-



　

海
道
神
経
難
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

　

表
世
話
人
）

座
長

　

国
立
療
養
所
犀
潟
病
院
神
経

　

内
科
医
長
中
島
孝
（
特
定
疾
患
の

　

生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
ケ
ア

　

の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
班
主
任

　

研
究
者
）

発
表
①

　

北
海
道
難
病
連
専
務
理

　

事
・
事
務
局
長
伊
藤
た
て
お
「
難

　

病
・
医
療
相
談
事
業
の
現
状
と
難

　

病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に

　

つ
い
て
」

発
表
②

　

北
海
道
難
病
連
相
談
室
長

　

長
谷
川
道
子
「
（
財
）
北
海
道
難
病

　

連
の
相
談
活
動
」

発
表
③

　

愛
知
県
医
師
会
相
談
室

　

近
藤
修
司
「
愛
知
県
医
師
会
に
お

　

け
る
難
病
相
談
事
業
１
経
緯
と
展

　

開
」

発
表
④

　

兵
庫
県
難
病
連
米
田
寛
子

　

「
兵
庫
県
に
お
け
る
難
病
相
談
事
業

　

－
パ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
に
夢
を
託
し
て
」

発
表
⑤

　

日
本
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
岩
永
幸
三
「
小
児
慢
性
特

　

定
疾
患
対
策
の
現
状
と
対
策
」

研
修
講
演
Ｉ

座
長

　

北
祐
会
神
経
内
科
病
院
理
事

　

長
演
田
毅

講
師

　

北
妬
会
神
経
内
科
病
院
医
療

　

福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
部

　

長
出
井
聡
「
難
病
患
者
の
社
会
資

　

源
活
用
」

講
師

　

北
祐
会
神
経
内
科
看
護
部
部

　

長
堀
田
和
子
（
北
海
道
神
経
難
病

　

看
護
研
究
会
会
長
）
「
北
海
道
に

　

お
け
る
難
病
看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
」

座
長

　

市
立
札
幌
病
院
神
経
内
科
部

　

長
松
本
昭
久
（
厚
生
労
働
省
特
定

　

疾
患
ス
モ
ン
調
査
研
究
班
班
員
北

　

海
道
地
区
リ
ー
ダ
ー
・
北
海
道
特

　

定
疾
患
対
策
協
議
会
医
院
）

講
師

　

勤
医
協
札
幌
病
院
院
長
中
井

　

秀
紀
（
北
海
道
特
定
疾
患
対
策
協

　

議
会
医
院
）
「
北
海
道
に
お
け
る

　

難
病
集
団
無
料
検
診
と
専
門
医
・

　

医
療
機
関
と
の
関
わ
り
」

全
体
会

歓
迎
の
挨
拶

　

北
海
道
保
健
福
祉
部

　

疾
病
対
策
課
課
長
塩
谷
利
雄

歓
迎
の
挨
拶

　

札
幌
市
健
康
衛
生
部

　

健
康
づ
く
り
担
当
部
長
北
村
栄
一

歓
迎
の
挨
拶

　

北
海
道
特
定
疾
患
対

　

策
協
議
会
会
長
・
札
幌
医
科
大
学

　

神
経
内
科
教
授
松
本
博
之

激
励
の
挨
拶
衆
議
院
議
員
丸
谷
佳
織

激
励
の
挨
拶

　

衆
議
院
議
員
児
玉
健
児

発
表

　

厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対

　

策
課
課
長
補
佐
菊
岡
修
一

　

「
難
病

　

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
展

　

開
状
況
に
つ
い
て
」

会
長
講
演

座
長

　

北
大
名
誉
教
授
・
北
海
道
医

　

療
大
学
教
授
田
代
邦
雄
（
北
海
道

　

特
定
疾
患
対
策
協
議
会
前
会
長
）

講
師

　

国
立
療
養
所
西
多
賀
病
院
院

　

長
木
村
格
（
い
た
る
）
（
特
定
疾
患
の

　

地
域
支
援
の
構
築
に
関
す
る
研
究

　

班
主
任
研
究
者
）
「
難
病
相
談
・
支

　

援
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す
る
も
の
」

特
別
講
演
Ｉ

座
長

　

国
立
療
養
所
南
病
院
副
院
長

　

島
功
二
（
特
定
疾
患
の
地
域
支
援

　

体
制
に
関
す
る
研
究
班
班
員
・
北

　

海
道
神
経
難
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

　

表
世
話
人
）

講
師

　

勤
医
協
札
幌
病
院
院
長
中
井

　

秀
紀
（
北
海
道
特
定
疾
患
対
策
協

　

議
会
医
院
）
「
自
己
免
疫
疾
患
と

　

難
病
対
策
」

特
別
講
演
1
1

座
長
北
大
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

助
手
中
馬
孝
容

講
師

　

東
北
大
学
神
経
内
科
教
授
研

　

究
会
副
会
長
糸
山
泰
人
（
筋
萎
縮

　

性
側
索
硬
化
症
の
病
因
・
病
態
に

　

関
わ
る
新
規
治
療
法
の
開
発
に
関

　

す
る
研
究
班
主
任
研
究
者
）
「
神

　

経
難
病
に
い
か
に
取
り
組
む
か
」

研
修
講
演
Ⅱ

座
長

　

札
幌
医
大
看
護
学
科
助
教
授

　

加
藤
欣
子

講
師

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校
石
川
和
雄
「
北
海
道
障
害
者

　

職
業
能
力
開
発
校
に
お
け
る
職
業

　

訓
練
の
現
状
」

講
師

　

札
幌
市
地
域
保
健
課
健
康
づ

　

く
り
推
進
担
当
課
長
服
部
幸
子

　

「
札
幌
市
に
お
け
る
難
病
患
者
等

　

居
宅
生
活
支
援
事
業
の
展
開
」

閉
会
挨
拶

　

北
海
道
難
病
連
事
務
局

　

長
伊
藤
た
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
回

研
究
大
会
抄
録
集
、
抄
録
集
そ

の
２
（
近
日
発
行
）
を
ご
参
照

下
さ
い
。～

投
稿

大
阪
に
も
欲
し
い
！

　
　

こ
ん
な
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

東
野

　

泰
子

　
　
　
　
　

（
大
阪
難
病
連
）

ま
し
い
限
り
。
『
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
』
は
、
机
、
椅
子
、
電
話
１

本
の
セ
ン
タ
ー
の
発
想
で
は
な
く
、

こ
こ
を
モ
デ
ル
に
し
て
ほ
し
い
。

　

二
日
目
、
は
じ
め
に
性
同
一
性
障

害
の
方
が
、
「
保
険
外
の
高
額
な
治

療
」
と
「
偏
見
と
差
別
」
で
普
通
の

生
活
が
で
き
な
い
と
訴
え
が
あ
り
共

感
。
研
究
大
会
は
1
3
人
の
方
々
の
発

表
が
あ
り
大
忙
し
、
も
う
少
し
ゆ
と

り
が
ほ
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
短
時

間
で
ま
と
め
ら
れ
濃
い
エ
キ
ス
の
講

演
な
の
で
良
か
っ
た
。

３－

激
励
の
電
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

津
島
俳
一
様

◆
自
民
党
難
病
対
策
議
員
連
盟
幹
事
長

　
　
　
　
　
　

原
田
義
昭
様

◆
参
議
院
議
員

　
　

谷

　

ひ
ろ
ゆ
き

　

様

◆
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
懲

　

参
議
院
議
員

　

小
池

　

晃

　

様

◆
参
議
院
議
員

　

亀
井

　

郁
夫

　

様

◆
衆
議
院
議
資

　
　

佐
藤

　

章

　

様

◆
前
衆
議
院
議
員

　

三
ツ
林
隆
志

　

様

◆
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
世
話
人

　

自
民
党
難
病
対
策
議
員
連
盟
幹
事

　

参
議
院
議
は

　

有
村

　

治
子

　

様

　

北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
へ
は
一
九

九
〇
年
に
も
来
た
。
当
時
、
入
り
口

　

◆
自
民
党
難
病
対
策
議
員
連
盟
会
長

で
撮
っ
た
記
念
写
真
の
若
い
こ
と
！

今
回
は
大
阪
か
ら
８
人
が
参
加
。

　

一
日
目
は
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
理

学
療
法
士
会
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
協
会
・
作
業
療
法
士
会
の

部
屋
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
こ
け
て
も

痛
く
な
い
床
（
お
風
呂
場
も
）
、
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
、
車
椅
子
も

安
心
の
避
難
バ
ル
コ
ニ
ー
…
。
宿
泊

は
患
者
等
で
あ
れ
ば
7
0
円
～
4
0
円
。

入
院
付
添
い
や
遠
く
か
ら
診
察
に
来

ら
れ
る
方
に
は
札
幌
に
あ
る
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
大
助
か
り
！
と
に
か
く
羨



　

我
々
の
体
は
免
疫
機
構
と
い
っ

て
、
外
か
ら
入
っ
て
き
た
異
物
に
対

し
て
は
そ
れ
を
排
除
す
る
働
き
を

も
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
分

以
外
の
も
の
と
自
分
と
い
う
も
の

が
認
識
で
き
な
く
な
っ
て
、
自
己
に

対
す
る
免
疫
反
応
が
起
る
こ
と
を

自
己
免
疫
と
い
い
ま
す
。

　

自
己
に
対
し
て
は
免
疫
反
応
を

起
こ
さ
な
い
防
御
機
構
を
免
疫
ト

レ
ラ
ン
ス
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

破
綻
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
中
に
沢
山
作
ら
れ
る

自
己
抗
体
が
排
除
さ
れ
な
い
で
臓

器
障
害
に
関
与
し
て
い
く
、
ま
た
は

そ
れ
が
原
因
で
発
症
し
た
り
組
織

障
害
を
起
こ
し
て
病
的
状
態
が
持

続
す
る
も
の
を
自
己
免
疫
疾
患
と

い
い
ま
す
。

　

自
己
免
疫
疾
患
は
二
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
臓
器
特
異
的
な
自
己
免

疫
疾
患
と
、
非
特
異
的
な
全
身
性
の

自
己
免
疫
疾
患
で
す
。

　

自
己
免
疫
疾
患
が
臓
器
に
特
異

的
に
起
こ
っ
た
も
の
を
臓
器
特
異

的
自
己
免
疫
疾
患
と
い
い
ま
す
。

（
ス
ラ
イ
ド
①
）

　

全
身
的
な
自
己
免
疫
疾
患
は
、
全

身
の
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
膠

原
病
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
4
5
の
特
定
疾
患
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
。
そ
の
う
ち
自
己
免

疫
が
原
因
に
関
与
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
も
の
が
全
部
で
1
4
あ
り

ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
②
）
北
海
道
の
単

独
事
業
の
中
で
も
７
つ
の
う
ち
の

臓器特異的自己免疫疾患

　　

S Gmvesr^

　　

ｌ多発性睦化症

　　

・ISXSH (ip状障炎;

　　

・交感性眼炎

　　

●インスリンsteaisisi

　　

●白ご免啖怜アジソン病

　　

・自己免疫性溶血性質ａ

　　

●尋常住火搭漕

　　

●□己免疫性血小仮減少住紫斑病

　　

・５性貧血

　　

・重症喩無力症「ﾊﾟ･rr/jy･lｒ･「ぷ」14陶

３
つ
は
あ
き
ら
か
な
自
己
免
疫
疾

患
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ト
ー
タ
ル
で
は
か
な
り
の
疾

患
が
自
己
免
疫
疾
患
と
し
て
分
類

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

患
者
数
の
全
国
推
定
で
す
。
（
ス

ラ
イ
ド
③
）
特
定
疾
患
に
認
定
さ
れ

る
も
の
と
し
て
は
Ｓ
Ｌ
Ｅ
が
最
も

多
く
て
４
万
８
千
人
で
、
全
体
で
Ｈ

万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全

国
で
、
国
庫
扶
助
を
受
け
て
い
る
特

定
疾
患
患
者
3
2
万
人
の
う
ち
の
Ｈ

万
人
が
全
身
性
の
自
己
免
疫
疾
患

の
推
定
患
者
数
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
難
病
中
の
難
病
と
い

わ
れ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
（
慢
性
関
節

リ
ウ
マ
チ
）
は
全
国
で
5
0
万
人
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
の
か
な
り
の
方
が

　　

特定疾患で自己免疫が病因に

　

関与していると推定されているもの

多発唸哩化値

　　　

・重症防凧力症

彙鼻恪エリ子マIトーデス・皮膚筋炎／多発性６炎

以反度

　　　　　

・特発注血小板減少性帑斑病

Haite>s脈岡囲K

　　

・扁剛1大腸炎

大鳥脈炎症債群

　　

・感性南部リウマチ

ウェゲナー肉穿11a

　

・lensitKn

尽発包胆汁性肝硬変

　

・混合性結合絹織鳥

りC洵遊泳独・業｝

　　

・稿本演

　　　

・泊血性質念

　　

･－シェーグレン４賤和

　　

特定疾患に指定されている

全身性自己免疫疾患の種類と患者数

身
体
障
害
を
も
っ
て
非
常
に
不
自

由
な
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
状
況
で
す
。
こ
の
多
く
の
患
者

さ
ん
が
、
ま
だ
特
定
疾
患
に
は
認
定

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
大
変
大

き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

膠
原
病
と
自
己
免
疫
疾
患
の
関

係
で
す
が
、
膠
原
病
と
は
病
理
学
的

な
概
念
で
、
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
が
作
っ

た
分
類
で
す
。
骨
、
筋
肉
、
皮
膚
、
血

管
な
ど
に
含
ま
れ
る
結
合
組
織
を

中
心
に
全
身
の
臓
器
に
慢
性
炎
症

を
引
き
起
こ
す
疾
患
を
膠
原
病
と

提
案
し
ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
④

　

膠
原
病
は
、
病
因
的
に
は
自
己
免

疫
疾
患
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
臨
床

的
に
は
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
、
病
理
学

的
に
は
結
合
組
織
疾
患
と
言
わ
れ
、

そ
の
３
つ
が
共
通
し
て
存
在
す
る

も
の
を
膠
原
病
と
い
い
ま
す
。
臓
器

特
異
的
な
自
己
免
疫
疾
患
を
膠
原

病
と
は
い
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

４．ａ万人

２．７万人

O. 3万人

･０，５万人

５６０人

０，５万人

０．５万人

　

｜，７万人

５０万人･.慢¶む関節･Jウマチ

一
－
－
一
‐
－
－
－

　

－

　　

膠原病とは？

ぬ

スライド①～④

　

膠
原
病
に
は
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
が

6
0
年
前
に
診
断
し
分
類
し
た
古
典

的
膠
原
病
と
、
類
似
疾
患
と
が
あ
り

ま
す
。

　

今
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
皮
膚

筋
炎
、
結
節
性
多
発
動
脈
炎
の
５
つ

が
古
典
的
な
膠
原
病
と
い
わ
れ
、
リ

ウ
マ
チ
を
除
い
た
４
つ
は
特
定
疾

患
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

膠
原
病
の
類
似
疾
患
と
し
て
は
、

混
合
性
結
合
組
織
病
、
シ
ェ
ー
グ
レ

ン
症
候
群
、
大
動
脈
炎
症
候
群
、
血

管
炎
症
候
群
な
ど
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

膠
原
病
は
、
女
性
に
圧
倒
的
に
多

く
、
特
に
Ｓ
Ｌ
Ｅ
で
は
1
0
対
１
、
リ

ウ
マ
チ
で
も
４
対
１
で
女
性
に
多

い
。
好
発
年
齢
は
2
0
才
か
ら
5
0
才
の

妊
娠
・
出
産
可
能
な
年
齢
層
に
多
発

し
ま
す
。

　

臨
床
症
状
と
し
て
は
、
ま
ず
熱

発
。
若
い
女
性
で
原
因
不
明
の
熱
発

の
2
0
％
は
膠
原
病
と
分
類
さ
れ
る

ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

膠
原
病
の
臨
床
症
状
は
全
身
に

で
ま
す
。
皮
膚
は
、
レ
イ
ノ
ー
、
顔

面
の
赤
い
斑
点
、
皮
膚
が
硬
く
な

る
、
指
が
非
常
に
腫
れ
る
、
指
が
紫

色
に
な
る
、
大
腿
部
に
網
の
目
状
の

紅
斑
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

関
節
の
痛
み
、
腫
れ
、
変
形
、
筋

-－４



肉
痛
が
で
て
き
ま
す
。

　

血
管
は
、
血
管
炎
や
、
深
部
静
脈

炎
な
ど
。

　

目
や
耳
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
、
ド
ラ

イ
マ
ウ
ス
、
目
、
強
膜
に
炎
症
が
起

こ
る
な
ど
。

　

末
梢
神
経
、
中
枢
神
経
障
害
。
肺

炎
、
間
質
性
肺
炎
、
心
膜
炎
な
ど
か

ら
く
る
咳
や
痰
、
息
切
れ
、
動
悸
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
臨
床
症
状
か
ら
膠
原
病

を
推
定
し
ま
す
。
そ
の
次
に
一
般
的

検
査
、
免
疫
学
的
検
査
、
特
殊
検
査

な
ど
診
断
基
準
に
基
づ
い
て
鑑
別

診
断
を
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
診
断
基
準
で

す
が
、
顔
面
の
紅
斑
、
日
光
過
敏
症
、

口
腔
・
鼻
腔
潰
瘍
、
関
節
炎
、
胸
膜

炎
、
腎
臓
疾
患
、
神
経
学
的
所
見
と

い
っ
た
臨
床
症
状
と
、
赤
血
球
、
白

血
球
、
リ
ン
パ
球
、
血
小
板
の
減
少
、

免
疫
学
的
な
異
常
の
臨
床
症
状
な

ど
の
検
査
を
み
て
、
Ｈ
項
目
の
う
ち

４
項
目
以
上
満
た
し
た
場
合
に
Ｓ

Ｌ
Ｅ
と
し
て
診
断
す
る
、
と
い
う
診

断
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
膠
原
病
で
は
、
あ
る
自
己
抗

体
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
病
気
の
診

断
が
推
定
で
き
る
の
が
一
つ
の
特

徴
で
す
。
例
え
ば
カ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ

ン
に
対
す
る
自
己
抗
体
で
あ
る
リ

ウ
マ
チ
因
子
が
強
陽
性
に
で
て
く

る
場
合
に
は
リ
ウ
マ
チ
、
抗
Ｄ
Ｎ
Ａ

抗
体
が
高
値
で
あ
れ
ば
Ｓ
Ｌ
Ｅ
、
抗

Ｓ
Ｃ
Ｌ
７
０
と
い
う
抗
体
が
高
け
れ

ば
強
皮
症
を
疑
う
、
疾
患
に
特
異
的

な
マ
ー
カ
ー
抗
体
と
い
わ
れ
る
自

己
抗
体
が
存
在
し
ま
す
。
ど
の
抗
体

が
陽
性
に
で
る
か
で
あ
る
程
度
の

疾
患
の
診
断
が
推
定
で
き
ま
す
。

　

膠
原
病
の
治
療

　

残
念
な
が
ら
ま
だ
原
因
は
分

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
自
己
免
疫
が

関
与
し
て

い
る
こ
と

は
ほ
ぼ
間

違
い
な
い

の
で
す

が
、
自
己

免
疫
が
起

こ
る
機
序

が
分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
、
今
の
と

こ
ろ
ま
だ
根
治
療
法
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
免
疫
異
常
に
つ
い
て
は
だ
い
た

い
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
免
疫
異

常
を
あ
る
程
度
正
常
化
す
る
た
め

に
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、
免
疫
抑
制
剤
、

リ
ウ
マ
チ
な
ど
に
対
し
て
は
抗
サ

イ
ト
カ
イ
ン
療
法
と
い
っ
て
、
細
胞

と
細
胞
の
間
を
抑
制
し
た
り
活
性

化
し
た
り
す
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
に

対
す
る
治
療
が
免
疫
異
常
を
抑
え

ま
す
。

　

免
疫
異
常
に
よ
っ
て
臓
器
の
炎

症
が
起
こ
り
、
そ
し
て
組
織
障
害
が

起
こ
っ
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
治
療
が
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が

ら
、
根
治
療
法
は
ま
だ
分
か
っ
て
い

な
い
こ
と
と
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
な
い

し
免
疫
抑
制
剤
を
、
ほ
と
ん
ど
Ｉ
生

涯
服
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
に
自
己
免
疫
疾
患
な
い
し
膠

原
病
の
、
難
病
た
る
所
以
が
あ
り
ま

す
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
剤

　

ど
う
し
て
も
飲
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
薬
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
副
作

用
を
ど
う
防
ぐ
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

大
量
療
法
に
よ
っ
て
、
胃
潰
瘍
、

糖
尿
病
、
感
染
症
、
精
神
症
状
、
高

血
圧
、
ム
ー
ン
フ
ェ
イ
ス
、
肥
満
、

な
ど
の
副
作
用
が
出
ま
す
。

　

骨
が
柔
ら
か
く
な
る
、
骨
粗
霧

症
、
高
脂
血
症
、
動
脈
硬
化
な
ど
が
、

長
期
使
用

に
よ
る
副

作
用
と
し

て
で
て
き

ま
す
。

　

し
か
し
、

生
命
予
後

と
い
う
意

味
で
は
明
ら
か
に
改
善
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

1
9
5
0
年
代
か
ら
6
0
年
代
の
生

命
予
後
は
、
５
年
生
存
率
で
7
0
％
、

1
0
年
生
存
率
で
6
0
％
で
し
た
。
9
0
年

代
に
診
断
さ
れ
た
方
は
、
今
は
９
年

生
存
率
で
す
が
、
9
5
％
以
上
の
高
い

生
存
率
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
5
0
年

代
6
0
年
代
に
は
、
膠
原
病
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ

と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ほ
ん
と

う
に
命
の
危
険
が
あ
っ
た
。
今
は
そ

れ
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
死
因
の
変
貌
で
す
。
以

前
一
番
の
問
題
で
あ
っ
た
尿
毒
症
、

腎
障
害
で
す
が
、
最
近
は
、
発
症
し

て
す
ぐ
に
ス
テ
ロ
イ
ド
や
免
疫
抑

制
剤
の
大
量
療
法
で
、
死
因
と
し
て

は
非
常
に
少
な
く
な
り
、
人
工
透
析

な
ど
で
尿
毒
症
に
よ
る
死
因
は
う

ん
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
枢
神
経
障
害
な
ど

は
、
む
し
ろ
増
え
て
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
急
性
期
は

だ
い
た
い

脱
す
る
こ

と
が
で
き

た
が
慢
性

的
に
は
治

療
し
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
た
め

に
起
こ
る
、
慢
性
的
な
病
気
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
肥
満
、
動
脈
硬
化
、
虚

血
性
心
疾
患
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
成
人

病
と
も
い
え
る
も
の
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

に
よ
る
感
染
症
が
増
え
、
骨
が
柔
ら

か
く
な
る
た
め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

の
併
用
が
必
要
で
す

　

そ
し
て
、
最
後
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
で
す
が
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
感

情
や
精
神
的
な
障
害
を
来
し
や
す
い

の
で
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
を
増
悪
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
疲
労
。
日
光
、
感
染
症
、
妊
娠
・

出
産
や
女
性
に
特
有
な
も
の
な
ど
、

増
悪
因
子
を
い
か
に
さ
け
る
か
、
ス

テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の
副
作
用
を
ど

う
予
防
す
る
か
が
、
膠
原
病
の
治
療

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す

し
、
一
生
涯
、
こ
う
い
っ
た
も
の
と

患
者
さ
ん
は
闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
一
緒
に
仲
良
く
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

膠
原
病
と
い
う
の
は
、
い
の
ち
と

し
て
は
昔
ほ
ど
危
険
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
余
病
や
合
併
症
が
出
る
と
い

う
意
味
で
は
、
ま
だ
ま
だ
難
病
中
の

難
病
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
最
後
に

強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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特別講演２

神
経
難
病
に
い
か
に
と
り
組
む
か

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
副
会
長
・
東
北
医
学
大
学
院
医
学
系
研
－
内
科
学
教
授

　
　

筋
萎
稲
性
側
索
硬
化
症
の
病
因
・
病
態
に
関
わ
る
新
規
治
療
法
の
開
発
に
関
す
る
研
究
班
主
任
研
究
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糸
山

　

泰
人

　

先
生

　

神
経
難
病
の
中
で
も
特
に
大
変
な

疾
患
と
い
わ
れ
て
い
る
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
（
以
下
Λ
Ｌ
Ｓ
）
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
と
り
組
ん
で
い
る
か

を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
は
全
身
の
筋
肉
が
進
行
性

に
萎
縮
し
て
い
く
病
気
で
す
。
脳
の

役
割
と
は
五
感
の
情
報
が
入
っ
て
考

え
、
そ
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
即
ち
行

動
を
起
こ
す
、
と
い
え
ま
す
。
行
動

す
る
源
と
も
い
え
る
運
動
ニ
ュ
ー
ロ

ン
が
障
害
さ
れ
、
そ
の
神
経
が
養
っ

て
い
る
筋
肉
が
痩
せ
て
い
く
病
気
が

Ａ
Ｌ
Ｓ
で
す
。
で
す
か
ら
我
々
の
研

究
の
目
標
は
、
ど
う
し
て
こ
の
運
動

ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
障
害
さ
れ
て
い
く
の

か
を
解
明
し
。
そ
れ
を
治
す
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
は
、
5
0
、
6
0
歳
代
の
方
に

多
く
発
症
し
、
２
、
３
年
の
経
過
で

手
や
足
は
も
ち
ろ
ん
全
身
の
筋
肉
が

萎
縮
し
て
き
ま
す
。
ま
さ
に
骨
と
皮

の
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
呼
吸

筋
に
も
来
ま
す
の
で
人
工
呼
吸
器
を

使
わ
な
け
れ
ば
死
の
道
を
た
ど
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
呼
吸
器
を
つ

け
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
全
身
の
筋

肉
の
萎
縮
が
進
行
し
て
、
全
く
ど
こ

も
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状

態
に
な
り
ま
す
。

　

な
か
に
は
、
脳
波
で
イ
エ
ス
か

ノ
ー
か
の
反
応
が
で
き
る
こ
と
で
、

か
ろ
う
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
保
て
る
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま

す
。

　

豊
倉
先
生
が
集
め
ら
れ
た
患
者
さ

ん
の
歌
集
の
中
に
最
重
度
の
患
者
さ

ん
が
や
っ
と
の
思
い
で
書
い
た
詩
が

あ
り
ま
す
。

　

「
ま
つ
わ
り
て

　

う
る
さ
き

　
　

は
え
の

　

さ
り
し
あ
と

　
　

し
ば
し

　

こ
こ
ろ
は

　
　

ゆ
え
な
く

　

さ
び
し
」

　

人
工
呼
吸
器
下
で
療
養
し
て
い
る

患
者
さ
ん
は
ど
こ
も
動
き
ま
せ
ん
。

ハ
エ
が
飛
ん
で
き
ま
す
。
ハ
エ
の
羽

音
の
風
圧
や
音
は
聞
こ
え
ま
す
、
煩

わ
し
い
な
と
思
う
け
ど
も
、
お
い
は

ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

ハ
エ
が
去
っ
て
い
く
と
人
工
呼
吸
器

の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
。
非
常
に
さ

び
し
い
…
…
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者
さ
ん

は
ど
こ
も
体
が
動
か
な
い
状
態
で
あ

り
ま
し
て
も
、
感
性
や
知
性
は
保
た

れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
大
変
に
苛

酷
な
病
気
と
言
え
ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
の

　

そ
う
い
う
難
病
に
対
し
て
、
病
因

の
研
究
、
治
療
へ
の
挑
戦
、
医
療
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
こ
う
い
う
こ
と
が

私
ど
も
の
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
は
発
見
さ
れ
て
1
0
5
年
以
上

た
ち
ま
す
が
そ
の
病
因
は
全
く
不
明

で
し
た
。
1
0
年
前
に
ス
ー
パ
ー
・
オ

キ
サ
イ
ド
ー
デ
ィ
ス
ム
タ
ー
ゼ
、
Ｓ

Ｏ
Ｄ
と
い
う
酵
素
の
遺
伝
子
異
常
が

原
因
で
な
い
か
と
い
わ
れ
、
現
在
最

も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

1
9
9
3
年
、
こ
の
酵
素
異
常
、

遺
伝
子
異
常
が
発
見
さ
れ
た
年
、

我
々
も
同
じ
よ
う
に
家
族
性
の
Ａ
Ｌ

Ｓ
の
患
者
さ
ん
の
家
系
で
こ
の
酵
素

遺
伝
子
異
常
を
発
見
い
た
し
ま
し

た
。
家
系
内
で
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
な
っ
た
方

は
こ
の
遺
伝
子
異
常
を
も
っ
て
い
る

が
、
健
康
な
方
は
持
た
な
い
、
と
い

う
ふ
う
に
遺
伝
子
異
常
と
発
症
が
１

対
１
で
対
応
す
る
事
実
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｄ
の
遺
伝
子
異
常
を

マ
ウ
ス
の
受
精
卵
に
導
入
し
た
と
こ

ろ
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
同
様
の
症
状
を
示
す

マ
ウ
ス
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
、
な
ぜ
こ
の
変
Ｓ
Ｏ

Ｄ
が
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
障
害
す
る

の
か
、
こ
の
機
序
を
細
胞
、
遺
伝
子
、

蛋
白
、
動
物
レ
ベ
ル
で
研
究
を
や
っ

て
い
ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
②

　

最
近
、
私
ど
も
の
教
室
の
永
井

が
、
ラ
ッ
ト
で
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
動
物
モ
デ

ル
を
遺
伝
子
導
入
で
作
り
ま
し
た
。
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こ
れ
は
マ
ウ
ス
の
約
2
0
倍
ぐ
ら
い
の

大
き
さ
が
あ
る
の
で
、
今
ま
で
実
験

の
制
限
が
あ
っ
た
脊
髄
内
で
の
い
ろ

ん
な
酵
素
を
測
る
と
か
、
脊
髄
液
を

生
き
た
ま
ま
採
取
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

治
療
の
挑
戦

　

患
者
さ
ん
た
ち
は
、
病
因
の
解
明

や
治
療
の
開
発
を
夢
に
し
て
療
養
さ

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
ど
も

は
、
原
因
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も

新
し
い
治
療
の
開
発
は
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
無
数
の
新
規
治
療
が
試
み

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
満
足
す
る
も
の

は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
神
経
栄
養
因
子
で
す
。

　

現
在
私
ど
も
は
、
肝
細
胞
増
殖
因

子
（
Ｈ
Ｇ
Ｆ
）
と
い
う
神
経
栄
養
因

子
に
注
目
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
対
し
て
非
常
に



力
強
い
栄
養
作
用
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

ス
ラ
イ
ド
③

　

Ｈ
Ｇ
Ｆ
は
大
阪
大
学
の
中
村
教

授
が
発
見
し
た
も
の
で
、
そ
の
教
室

の
船
越
先
生
が
非
常
に
重
要
な
研

究
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
マ
ウ
ス
に
、
Ｈ
Ｇ
Ｆ
を
脳

内
で
作
る
特
殊
な
マ
ウ
ス
を
作
製
し

て
か
け
あ
わ
せ
て
、
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
を
作
り
ま
し

た
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
も
発
症
す
る
し
Ｈ
Ｇ
Ｆ

を
脳
内
で
も
作
る
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ン
ス

ジ
エ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
マ

ウ
ス
に
比
べ
て
延
命
効
果
が
約
１
ヶ

月
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
ウ

ス
の
１
ヶ
月
は
人
間
で
換
算
す
る
と

２
年
か
ら
３
年
と
計
算
す
る
人
も
い

ま
す
か
ら
大
変
大
き
な
効
果
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
Ｈ
Ｇ
Ｆ
が
Ａ
Ｌ
Ｓ
に

効
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ス
ラ
イ
ド
④

　

そ
こ
で

私
ど
も
の

開
発
し
た

Ａ
Ｌ
Ｓ

ラ
ッ
ト
の

脊
髄
に
直

接
チ
ュ
ー

ブ
を
入
れ

て
こ
の
Ｈ

Ｇ
Ｆ
を
入
れ
、
治
療
実
験
を
や
っ
て

お
り
ま
す
。
成
功
す
れ
ば
患
者
さ
ん

に
す
ぐ
に
で
も
応
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
臨
床
的
に
は
、

非
発
症
率
で
み
る
と
約
１
ヶ
月
の
差

で
そ
の
効
果
が
現
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
動
物
実
験
の
段
階
で
す
か

ら
、
ど
の
程
度
の
安
全
性
が
あ
る

か
、
ど
う
い
う
投
薬
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
最
も
有
効
で
あ
る
か
を
、
現
在
私

ど
も
の
教
室
で
実
験
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
へ
の
Ｈ
Ｇ
Ｆ
を
用
い

て
の
治
療
は
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た

二
つ
の
こ
と
、
即
ち
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
ラ
ッ

ト
モ
デ
ル
、
そ
れ
に
新
た
な
Ｈ
Ｇ
Ｆ

と
い
う
栄
養
因
子
が
神
経
難
病
の
治

療
に
貢
献
出
来
る
可
能
性
を
示
し
て

い
ま
す
。

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
個
々
の
神
経
難
病
、
特
に
Ａ

Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
へ
の
取
り
組
み
は

色
々
と
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
よ
り
系
統
だ
っ
て
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
1
9
9
4

年
に
「
神
経
難
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
医

療
」
を
宮
城
県
お
よ
び
近
県
で
作
り

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
特
徴
は
、
神
経

内
科
医
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
や
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
に

な
っ
た
点
で
す
。

　

多
く
の
患
者
さ
ん
が
た
ら
い
回
し

に
な
り
、
療
養
が
十
分
に
で
き
な

い
。
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
い
う

の
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
し
て
、

行
政
サ
イ
ド
が
そ
れ
に
理
解
を
示
し

て
頂
き
、
そ
れ
に
患
者
協
会
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
終
的

に
1
9
9
9
年
に
県
の
神
経
難
病
医

療
連
絡
協
議
会
と
い
う
こ
と
で
立
ち

上
が
っ
た
わ
け
で
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
⑤

　

こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
病
院
は
、

約
2
0
あ
り
、
宮
城
県
を
だ
い
た
い
網

羅
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
課
題
は
、

病
院
を
神
経
内
科
の
関
連
以
外
の
病

院
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
、
ま
た
開
業
の
先
生
に
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
が
我
々
の
希
望
で
あ
り
ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
⑥

　

こ
の
宮
城
県
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
入
院
医
療
の
確

保
、
在
宅
医
療
の
支
援
、
そ
し
て
家

庭
内
介
助
の
支
援
を
主
目
的
に
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
在
宅
医
療
を
支
え

る
往
診
医
、
難
病
専
門
員
、
保
健
所
、

保
健
婦
さ
ん
が
加
わ
っ
て
大
き
な
パ

ワ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
一
手
に

引
き
受
け
て
下
さ
る
坂
爪
先
生
も
お

ら
れ
ま
す
。

　

本
日
は
、
今
私
ど
も
が
で
き
る
Ａ

Ｌ
Ｓ
の
病
院
研
究
、
ま
た
治
療
の
研

究
、
そ
れ
に
医
療
の
シ
ス
テ
ム
を
述

べ
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
一
番

大
切
な
の
は
、
患
者
さ
ん
ま
た
は
家

　
　
　
　
　

族
の
生
き
る
、
生
き
て

ほ
し
い
意
志
、
即
ち
Ａ

Ｌ
Ｓ
を
得
て
人
生
の
価

値
の
見
つ
け
方
、
こ
こ

が
重
要
な
点
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
周
り
に
は
人
生

の
価
値
を
見
つ
け
て
真

に
生
き
抜
い
て
お
ら
れ

る
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
前
Ａ

Ｌ
Ｓ
協
会
の
会
長
の
松
本
さ
ん
は

「
Ａ
Ｌ
Ｓ

　

悪
妻
と
の
闘
い
」
と
い

う
本
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
松
本

さ
ん
は
農
業
を
す
る
為
に
高
知
か
ら

で
て
き
て
大
潟
村
で
大
き
な
夢
を

も
っ
て
始
め
た
時
に
発
病
さ
れ
ま
し

た
。
今
は
わ
ず
か
に
動
く
足
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、

今
皆
さ
ん
の
力
で
農
業
を
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
合
鴨
農
業
を
や
っ
て
い
る
途

中
で
発
病
さ
れ
た
鎌
ｍ
さ
ん
、
残
念

な
が
ら
今
年
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

が
、
ご
家
族
の
協
力
の
も
と
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
の
生
き
方
を
世
界
の
人
々
の
前

で
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
ど
も

の
研
究
に
大
変
な
理
解
を
示
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
大
変
有
能
な
眼
科
の

渡
辺
先
生
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
な
ら
れ
て
も

「
蹄
跡
」
と
い
う
本
を
出
版
さ
れ
、
今

な
お
足
で
執
筆
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
生
き
る
意
義
を

発
見
し
て
、
そ
し
て
非
常
な
理
解
者

を
求
め
て
生
き
て
お
ら
ま
す
。

　

こ
う
い
う
生
き
る
意
義
を
見
つ
け

ら
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
が
周
り
の

状
況
で
そ
の
意
志
を
妨
げ
ら
れ
な
い

環
境
づ
く
り
が
一
番
大
切
じ
や
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

-－７
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障害者のキャリアアップを強力サポートします
胞ざと？じと勿去哩見を葱りたぢ皿
紹介会社として厚生労働省の許可を得た
障害者雇用促進パイオニア的存在ですi

　　　　

内

　

li･轟

　

ｉ

　

面

。Ｈ。ｎと。χ|。ｕ。3

1ぐ411jl

介いたします（新卒の方も大歓迎）

　　　　　

1.

　　

企業選
※障害者の求職者の方には､一切費用はかかりません

転職相談セミナー随時開催毘習鸞?で

ミ
心
宍
」
づ
ふ

こ
’
騏
席

‘
ノ

　

Ｊ
」
｝

支
え
た
い
の
は
、

気
持
ち
で
す
。

nフ5こノスペッドメディカルサービス株式会社

　

本社／〒169-0073東京都新宿区百人町1-25-1

　　　　　

電話03 (3363) 2255 (大代表)

　　　　　　　

http:Z/ＷＷＷ.homecare.ｎｅ.jp

一一
一

一
施
し
て
い
ま
す
。
急
展
開
の
県
も
あ
る
よ
う
で
す

一
が
、
じ
っ
く
り
と
構
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
二

Ｉ
回
研
究
大
会
に
も
ぜ
ひ
参
加
下
さ
い
。
（
伊
藤
）

の
有
効
利
用
に
ご
協
力
下
さ
い
。
○
第
　
　
回
研

究
大
会
を
無
事
に
終
え
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

○
各
県
の
進
捗
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
（
第
二
弾
）
を
実

～

　
　
　
　

編
集
後
記

　
　
　
　

。
ノ

一
Ｏ
編
集
担
当
。
の
山
碕
日
。
人
君
の
急
逝
で
北
海
道
難
一

一
病
連
が
編
集
・
発
行
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
一

一
し
た
。
事
務
局
外
の
新
井
宏
氏
の
ご
支
援
を
い
た
一

一
だ
い
て
い
ま
す
。
○
巣
鴨
に
借
り
た
編
集
部
室
一

難
病
相
談
必
携
書
∬

「
自
治
体
の
難
病
対
策
と

　
　
　

地
域
難
病
連
の
概
要
」

　

発
行
Ｊ
Ｐ
Ｃ
日
本
患
走
・
家
族
団
体
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

一
部
て
○
○
○
円

　

申
し
込
み
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
４
０
）
０
１
８
２

　
　
　

北
海
道
難
病
達
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
（
５
１
２
）
４
８
０
７

－８－
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